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D r.Shin FURIY A 

千葉大学教授(医学部附属病院中央検査部)一一
大正 12年 9月 9日 東京牛込に生まる。
昭和 22年 9月 千葉医科大学卒
昭和 23年 11月 千葉医大副手(医化学教室)
昭和 24年 6月助手(同)
昭和 29年 4月講師(同)
昭和 35年 12月助教授(同)
昭和 42年 1月 助教授(千葉大医学部附属病院中央検査部)
昭和 46年 10月教授(同)
千葉医大卒，同病院での実地修練後，酵素学で世界的に名をはせられていた赤
松教授の医化学教室に入られた。ことで同教授の厳格な指導をうけられ，ペプチ
ターゼに関する研究を行なわれ，この間に発色基質を何種か世界にさきがけて創
製された。ついでぺプチターゼからフォスファターゼにいたる酵素の特殊性に関
する研究と動力学的解析に興味をもたれ精力的に仕事をなされた。
アミノ酸代謝に関する酵素の研究の一環として， 昭和 34年には阪大蛋白研に
第 I回の交換研究員として出張され，リジン代謝酵素の研究も行なっておられる。
昭和44年にはタバコ発癌，大気汚染に関する研究で著名なウインダー博士(ニ
ューヨーク，スローンケタリング癌研究所)からぺプチターゼ、発色基質を用いて
の癌研究の業績をかわれ，同研究所での生化学部門新設をこわれて渡米された。
この間マックスプランク研究所をはじめ欧洲数カ国の研究所を訪ねられ 2年後帰
朝された。
氏は本来臨床化学的なことに興味をひかれておられたが， 赤松教授が退官さ
れ，三浦教授が着任されてからは同教授の示唆により基礎医学と臨床を結びつけ
るより臨床化学的な方面に進路を転じられ，発色基質の開発を検査と直結させる
研究者として世界でも数少ない貴重な存在でおられる。また血中有機物微量定量
も専門とされている。さらに化学測定器の考案作製にも特異な才能をもたれ，そ
の一部はすでに市販され広く技術員の間で愛用されている。
氏の性格は天衣無縫，宮沢賢治の詩「…東に病気の子供あれば行って看病し，
…西につかれた母あれば行って…」の中の人物を想起させる。医化学教室の筆頭
教室員として永くおられたので，化学測定について氏の骨おしみしない教えをう
けたものは学内数知れないと思われる。この蔭の功績もむくわれて教授会では満
票をもって新教授に指命された。病院の検査部には生えぬきの生化学者が案外少
なく，民が貴重な存在であることは殺到する依頼原稿からも判る。反面臨床から
の支援も必要と思われる。
新教授が強調されているように中央検査部は診療と教育へのよりよいサービス
機関であるべきで，r教官」として活動するにはうってつけの部門である。より多
くの同志が新教授のもとへ参集されんことを。病院当局が暖かき支援を続けられ
んことを。(小林章男)
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